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なぜ図書館はディスカバリーサービスを求めるのか 



ディスカバリーサービス？ 



流行する「ディスカバリー○○」？ 

さらには、 
「ウェブスケール」ディスカバリー 
「ウェブスケール」ディスカバリーサービス 

ディスカバリー 

レイヤー 
ツール 
サーチ 
インターフェース 
サービス 
エンジン 

etc. 

＋ 



ディスカバリー○○とは？ 

• 結局何を指すの？： 
①次世代OPAC（NGC: Next Generation 

Catalog） 
②ウェブスケールディスカバリ（WSD: Web Scale 

Discovery） 
③ウェブ検索エンジン（Google, Yahoo!等） 
さまざまな見解がありますが、 
ここでは、「ディスカバリーサービス」という言葉を用いて、 
①のNGCを指す言葉として利用します 



ディスカバリー○○の位置づけ 

次世代OPAC（ＮＧＣ）＝ディスカバリー○○ 

ウェブスケール
ディスカバリ

（WSD） 

ちなみに、簡単にその言葉の概念を示すと、こうなります 



図書館と検索ツール 



図書館における従来型検索ツール 

• カード目録 
• OPAC 
• A to Z  
• 横断検索・統合検索システム（Meta search 

/ Federated Search） 

電子リソースを対象 



A to Z 



横断検索システム 



横断検索システム 



横断検索システムによる検索 

入力:Kyoto 

Kyoto 

Kyoto 

Kyoto 

Kyoto 

①キーワード「Kyoto」を 
各DBに投げて検索 

②「Kyoto」の 
検索結果をまとめて表示 

③検索結果のリンクを 
クリックして利用 

検索希望:Kyoto 



横断検索システムのトピック 

• 1998年  WebFeat社のTodd Millerが、”Knowledge Prism”を開発 
• 2000年  Ex Libris社が”Metalib”をリリース 
• 2004年頃 市場では”MuseSearch”, ”Zportal”, ”Knowledge 

Prism”の3強時代 
• 2005年  Serials Solutions社が”Central Search”をリリース 
• 2005年  CSA社が”MultiSearch”をリリース 
• 2006年頃 製品提供ベンダーが数十社に上り、群雄割拠 
• 2006年  WebFeat社が”Express”をリリース 
• 2007年  CSA社とProQuest社が合併 
• 2007年  “Central Search”が”360 Search”に名称変更 
• 2008年  ProQuest社がWebFeat社を買収し、SS社と統合 
• 2010年  SS社が“Express”, “MultiSearch”を廃止し、“360 

Search”に統合 
欧米では1998年に登場以来急速に普及 



MultiSearch （佛教大学図書館：2007年5月～2009年3月） 

・OPACや電子ジャーナル、データベースを 
まとめて検索できることで、 
電子コンテンツの利用率が向上 
・検索スピードに対する不満も 



360 Search（佛教大学図書館：2009年4月～2011年3月） 

・クラスタリング（≠ファセット分析）など 
の機能が出現 
・日本語データベースの対応が増加 
・論文を検索するのであれば、 
360Search を利用するという意識が浸透 



「若干」の不満 

• 検索結果が各データベースの反応順で表示され
る 

•  検索能力が各データベースの検索システムの能
力に依存する 

• 検索のためのデータベース接続が不安定である 
• 検索に対する反応が遅い 



従来型検索ツールの対応分野 

冊子 電子（メタデータ） 電子（全文） 

OPAC ○ △※1 × 

A to Z △※2 ○ × 

横断検索システム △※3 ○ ○ 

※１ 対応できる製品も一部ある 
※２ 冊子体を登録することは可能だが、利便性は？ 
※３ OPACを検索対象に加えれば可能 

電子リソースの進化に合わせて、ツールも発展途上といった段階 
検索結果の「見せ方」も洗練されているとは言い難い 



NGC 



NGC出現のトピック 

• 1997年に“Next Generation Catalog”という言葉が論
文に初登場 

• 1998年、Aquabrowser Libraryのプロトタイプが登場 
• 2001年、Aquabrowser Library正式リリース 
• 2006年、米国ノースカロライナ州立大学におけるOPACでは
ない検索システム（Endeca Information Access 
Platform / ファセットブラウジング・関連度表示が可能）の
採用 

• 2007年、 Marshall BreedingがNGCの特徴を総括した
論文を発表 

Breeding, Marshall.  Introduction. Library Technology Reports. 2007, 43 (4), p. 5-14. 

横断検索システムの普及（1998年～）とほぼ同時期に一般化 



代表的ＮＧＣ 

• Aquabrowser Library（Medialab 
Solutions社） 

• Primo（Ex Libris社） 
• eXtensible Catalog（XOC） 
• Vufind（Villanova University） 
• Blacklight（University of Virginia 

Library） 
 



AquaBrowser Library 

http://aquabrowser.lib.ed.ac.uk/ http://www.aquabrowser.nl/?page_id=10 

Edinburgh University Library  Serials Solutions Medialab 



Primo 

http://www.exlibrisgroup.com/category/PrimoOverview 

• Ex Libris社 
• 慶応大学の「KOSMOS」にて導入 

http://kosmos.lib.keio.ac.jp/ 



eＸtensible Ｃatalog 

• オープンソースのNGC 
• 九州大学の「Cute.Catlog」にて導入 

http://www.extensiblecatalog.org/ 

http://catalog.lib.kyushu-u.ac.jp/ 



Vufind 

http://library.usq.edu.au/ 

http://vufind.org/ 



Blacklight 

http://projectblacklight.org/ 

http://www.lib.virginia.edu/ 



米国におけるＮＧＣのインパクト 

• 貸出冊数の急落を防止 

• 長年蓄積された目録データの矛盾の修正 

• 目録レベルでの、ファセット分析への積極的
対応 

• 目録ワークフローやポリシーの修正 
 

 Nagy, Andrew. The Impact of the Next-Generation Catalog. Library Technology Reports. 2011, 47(7), p. 18-20. 
 
 Wynne, Susan C. et al. The Effect of Next-Generation Catalogs on Catalogers and Cataloging Functions in Academic 
Libraries. Cataloging & Classification Quarterly. 2011, 49(3), p. 179-207. 



Next Generation？ 



北米260大学での次世代度調査（12要件） 

• 全図書館資料をワンストップで統合的に検索できる 
• 最新のウェブインターフェース 
• 図書の表紙画像等のコンテンツを含んでいる 
• ファセット検索 
• 詳細検索へのリンク付きのシンプルな検索ボックスが全ページに存在する 
• 関連度順ソート 
• もしかして（スペルチェック機能） 
• 利用者の行動履歴に基づく、レコメンデーション 
• 利用者がタグやコメント等を付与できる 
• 新着資料等の情報をRSSで出力できる 
• ソーシャルネットワーキングサイトとの連携 
• 資料の 詳細情報画面にパーマリンクが用意されている 

Yang, Sharon Q.; Hofmann, Melissa A. Next generation or current generation?: A study of the OPACs of 260 
academic libraries in the USA and Canada. Library Hi Tech. 2011, 29(2), p.266-300 

（カレントアウェアネス E1209 参照）  



NGCって本当に次世代？ 

• 「ワンストップで統合的に検索」？ 
• 論文のタイトルでの検索は？ 
• 論文の全文データの検索は？ 
• コンテンツの種類別で表示するとか、タブ切り替え
での検索ってどうなの？ 

• 横断検索を動かした場合の関連度は？ 

あらたな仕組みを待望 



ウェブスケールディスカバリ（WSD） 



ウェブスケールディスカバリー（WSD） 

• 機能はさておき、一言でいえば「ウェブスケール」な
NGC 

• 通称“BIG4”と称されるベンダー製品をWSDとみなす
場合が多い 

 ①WorldCat Local（WCL） 
 ②Summon 
 ③EBSCO Discovery Service（EDS） 
 ④Primo Cental 
• その他、Encore SynergyをWSDとみなす場合も
ある 
 
 



ＷＳＤの位置づけ 

次世代OPAC（ＮＧＣ）＝ディスカバリー○○ 

ウェブスケール
ディスカバリ

（WSD） 

先ほども紹介しましたが・・・ 



WorldCat Local（WCL） 

• 2007年リリース。WSDの先駆け的存在 
• OCLC 

Portland State Library. http://library.pdx.edu/ 

http://library.pdx.edu/�


Summon 

• 2009年リリース 
• Serials Solutions社 

佛教大学図書館ポータルサイト. http://bulib.bukkyo-u.ac.jp/docs/portal/ 

http://bulib.bukkyo-u.ac.jp/docs/portal/�
http://bulib.bukkyo-u.ac.jp/docs/portal/�
http://bulib.bukkyo-u.ac.jp/docs/portal/�


EBSCO Discovery Service（EDS） 

• 2010年リリース 
• EBSCO社 

NTU Library. http://www.ntu.edu.sg/library/Pages/default.aspx 

http://www.ntu.edu.sg/library/Pages/default.aspx�


Primo Central 

• 2010年リリース 
• Ex Libris社 

Loughborough University Library Catalogue Plus. http://lcp.lboro.ac.uk/ 

http://lcp.lboro.ac.uk/�


Encore Synergy 

• 2010年リリース 
• 他のWSDとは検索アプローチが根本的に異なる。従来の統合検索（Federated Search）の発展形か 
• Innovative Interfaces社 

UCB Libraries. http://ucblibraries.colorado.edu/ 

http://ucblibraries.colorado.edu/�


ウェブスケール？ 



「ウェブスケール」概念 

• ウェブにおける極めて巨大な量的概念を意味
する言葉 

• ＯＣＬＣやMarshall Breedingにより、図書館に
おける概念提示が行われている 

From NISO 



ＯＣＬＣによる概念提示 

• 図書館本来の「スケール」である、インスティ
チューションスケール（Institution Scale）の対
義語 
 

 

“Libraries at Webscale”. OCLC. 
http://www.oclc.org/reports/webscale/default.htm 

Institution Scale Web Scale 



Marshall Breedingによる概念提示 

• 図書館における新たなパラダイム 
• クラウドコンピューティングと高度にシェアされたデー
タモデル、そして図書館関連のリソースを相互に結
びつけるもの 

 Breeding, Marshall. Library Web-Scale. 
Computers in Libraries. 2012, 32(1), p. 
19-21. 



WSDにおけるウェブスケールの反映 

• 「検索モード」から見出すことができる 
WCL 

Summon 

EDS 

Primo Central 

Encore Synergy 



WSDにおける三つの検索モード 

• WSDには、おおむねその検索範囲を規定す
る三つの検索モードが存在している 

• なお「コンソーシャル（リージョナル）」の設定は多くないが、
「ローカル」「グローバル」の設定は普遍的である 

コンソーシャル（リージョナル） 

ローカル 

グローバル 

WCL 



検索モードとスケール 

Local 

Consortial 
（Regional） 

Global 

Institution Scale 

Group Scale 

Web Scale 

WSDはウェブスケールのみならず、多層的なスケール概念を包摂するシステムである 



機能から見たWSD 



WSDの特徴 
• クラウドサービスとしての提供 
• 図書館や各種の商用データベース等から収集されたメタデータを統合した、ウェ
ブスケールな検索用の「セントラルインデックス」を所有 

• 電子リソースに対し、定期的に自動でデータ更新（ハーベスト）を行うための
仕組みを持ち、利用者に最新の検索データを提供 

• 単一の検索窓で検索を行えるほか、検索結果全てを「関連度」順に表示 

※Encore Synergyを除く 

①ハードウェアのメンテナンスフリー 
②検索の反応速度が速い 
③元のデータベースが「ダウン」していても検索は可能 
④学外からでも多くの学術情報のメタデータにアクセスが可能 
⑤利用動向の蓄積・反応も「理論的に」可能 



WSDにおける検索 

検索希望:Kyoto 

メタデータの事前提供により 
検索ツール内部で検索終了 

◎メタデータの提供 
（ハーベスト） 

入力:Kyoto 

②検索結果のリンクを 
クリックして利用 

①「Kyoto」の 
検索結果をまとめて表示 

Kyoto 



Next Generation！ 



北米260大学での次世代度調査（結果） 

• １６％のOPACはいずれの項目も達成できなかった 
• １１個以上の項目を達成できたOPACはなかった 

 
• ６個以上の項目を達成しているのは、ディスカバリーインターフェース（NGC）
による 

• ７－10個の項目を達成できたのは3%であり、WCL と Summonによる 
 

• 「全図書館資料をワンストップで」という項目の達成が最も困難 
• 全く導入されていなかった機能は「貸出統計に基づく関連度順ソート」と「利用
者の行動履歴に基づくレコメンデーション」だった 
 

 （カレントアウェアネス E1209 参照）  

・NGCの中でも、WSDがより「次世代」であることが示される 
・セントラルインデックスを有するWSDであれば、 
「導入されていない機能」への対応も望めるのではないか？ 



北米260大学での次世代度調査（続編） 

• ＮＧＣを導入している図書館は約2倍の75館
（29%）になった 

• 伝統的OPACとの併用が72館（28%） 
• ＮＧＣ製品の利用内訳は以下の通り 

 
 

（カレントアウェアネス E1319 参照）  

Melissa A. Hofmann; Sharon Q. Yang. “Discovering” what's changed: a revisit of the 
OPACs of 260 academic libraries. Library Hi Tech. 2012, 30(2), p.253-274. 

① WorldCat Local16館，② Summon 15館，③ VuFind 14館，④ Primo 9館 
⑤ Encore 9館，⑥ EBSCO Discovery Service 7館，⑧ AquaBrowser 5館， 
⑨ Mango ※ 4館 
 
（※Florida Center For Library Automation製） 



Beyond Next Generation !! 
さらなる次世代へ 



WSDが変えるシステム 

• クラウド化し「最適化」する図書館システム 



WSDとコンテンツ購入 

• WSDの「ペイメントマネージャ」化という提案 

WSDを介したPOD(Purchase on Demand) 
by Peter McCracken 

検索 

コンテンツ代金請求 
（WSDベンダ宛） 

コンテンツ代金 
+WSD通過手数料請求 
（図書館宛） 

ダウンロード 

図書館 （購読契約のない） 
コンテンツベンダ 

WSDベンダ 



WSDを導入する意味？ 
• 大学図書館が「形のある」図書だけを提供する時代は終
焉 

• 電子ジャーナル、電子ブック、データベースの提供は既に普
及 

• 高まる電子コンテンツの割合 
• 提供すべき学術情報の「スケール」変化と変わりゆく図書
館管理業務 

• 利用者および図書館員の「次世代」機能への期待 etc. 

・結局のところ、図書館機能そのものの変化に積極的に対応できるツールとして 
導入、活用することに意味があると考えます。 
・新しいパラダイムとして、図書館そのものを変える力も有しているかも？ 



ご清聴ありがとうございました 
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